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総合



共同研究制度

２ ～ ５ まで2~3週間程度要します。

３  共同研究代表者任命

1 学内関係者と事前打ち合わせ
2 大学への共同研究申込書提出

５  共同研究受け入れ通知
６ 共同研究契約締結
７ 共同研究費納入
８  共同研究開始・実施
９  共同研究終了・報告

４  共同研究計画書提出

１０ 実施報告書提出
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●大学が研究費の一部を負担する場合もあります。
●研究費の支払いは年度ごとに必要ですが、契約は複数年にわた
ることも可能です。
●研究に必要な直接的な経費と、その30％に相当する管理費を
納めていただきます。パートナーと大学側研究代表者の双方で
協議して決定します。

旅費、研究に必要な備品・消耗品費等および、大学側研究補助
者の人件費の総額です。パートナーと大学側研究代表者の双方
で協議して決定します。

民間機関等から研究者や技術者を派遣する場合には、年間１人当
たり42万円が必要です。パートナーと大学側研究代表者の双方で
協議して決定します。

共同研究費

研究者や技術者を派遣する場合の経費

経費について

地域の特長を反映した共同研究に威力を発揮する設備・器具

国内有数の低温室
近隣地域や極域の極寒の環境をシミュレートする大型の低温室を備えています。

低温室3

南極氷床深層掘削機の開発（低温室3)
深さ 2 .5m のピットや載荷装置、クレーンなどを持
つ大型多機能施設
南極ドームふじ基地で使われた地球の気候変動を
解明するための氷床コア掘削機を開発

送電線着氷雪対策の研究（低温室1・２)
送電線への着氷雪防止・除去技術、碍子の絶縁破壊
防止技術を研究

寒冷地橋梁構造の研究（低温室3)
寒冷地対応のゴム支持材料を研究

低温室1 低温室2

オートクレーブ 、ロータリーカッター など
真空包装機、自動計量装置 など

一次加工 高次加工
パッケージ

遠心分離機、スープフィニッシャー、微粉砕機、撹拌造粒機 など

凍結乾燥機
食材を凍結させた状態で
水を気化し素早く乾燥さ
せる装置

オートラベラー
円柱状のボトル類に効率
的にラベルを貼る装置

スプレードライヤー
液状の食材を噴霧し、瞬間的に乾燥
させて微粉末を得る装置

原料から商品、パッケージまで
一次産品の高付加価値化への挑戦を具現化するために必要な、各種プロセッサ、パッケージング機器をそろえています。

関連開発商品の例
酢、グミキャンディ、アロマオイル、ハーブティー

低温低温低低低低低温低温低温低温温温温温温温低温低温温低温低低温低温低温低温低温低温低温温低温低温低温低温低温低温低温低温低温低温低温温低温低温低低温低温温低温低低温低温低低低温低温低低温低温低温低温低低温低温低温温低温低温温低温低低低温低温低温温温低温温低低低低温低低低低温低温温室3室室室3室3室3室3室3室33室3室3室3室3室3室3室3室3室3室3室3室33室3室室室室室室室室室3室室3室室室低温室 3　広さ 60m2 マイナス30°Cまでの低温を再現する低温室 マイナス５０℃までの環境をシミュレートする低温室




